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多 面 体情 報 システ ム 「Ｎ Ａ Ｃ Ｓ ＩＳ 」の基 礎知識

一大学図書館ネットワークにおける利用を中心にしてー

大 石 博 昭

１．はじめに

学術情報センター（ＮＡＣＳＩＳ：ＮａｔｉｏｎａｌＣｅｎｔｅｒ

ｆｏｒＳｃｉｅｎｃｅＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｙｓｔｅｍｓ）の全容を簡

単に紹介することはむずかしい。文部省の推進す

る学術情報 システムの中枢機関として多様な事業

を展開しており、複数のサービスシステムを運用

しているからだ。この分野の最先端巨大システム

であり、多面体の情報システムであってみれば、

個々の利用者が接しているＮＡＣＳＩＳは、その一部で

しかない。ＮＡＣＳＩＳの何をどのように紹介したらよ

いのか思案にくれるが、大学図書館の現場からみ

るＮＡＣＳＩＳについて紹介をこころみよう。

２。学術情報システムとＮＡＣＳＩＳ

ＮＡＣＳＩＳ（学術情報センター）は、１９８６年４月に

国立学校設置法による大学共同利用機関のひとつ

として設置された文部省の機関である。その目的

は、「学術情報の収集、整理及び提供並びに学術

情報及び学術情報システムに関する総合的な研究

及び開発」をおこなうこととされている（同施行

令第７条の２）。

ここでふれる学術情報システム（ＴｈｅＳｃｉｅｎｃｅ

ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｙｓｔｅｍ）は、一般名詞的だが、文部

省が重点施策としてかかげている構想の固有名称

である。近年、個々の大学でも学術情報システム

や学術情報センターと名づける例がでてきている

ので、混乱しないでほしい。ＮＡＣＳＩＳのフルネーム

を注意してみると、最後のＳｙｓｔｅｍｓが複数形だ。

ＮＡＣＳＩＳが単に文部省学術情報システムのセンター

にとどまるものでないことがうかがえる。しかし、

ＮＡＣＳＩＳを知るには、学術情報システムを知ってお

かねばならない。

学術情報システムは、人文、社会、自然科学の

全分野の学術情報を対象とし、全国の国公私立大

おおいし ひろあ き：横浜国立大学附属図書館

学の参加の下に、ＮＡＣＳＩＳを中心に、大学の大型計

算機センター、情報処理センター、図書館。大学

共同利用機関等をコンピューターとデータ通信網

で結合し、大学等の研究者が必要とする学術情報

を迅速・的確に提供する、全国的、総合的な情報

流通システムである。これはまた、諸外国の情報

システム等ともリンクして、大学外の研究者への

情報提供も可能とするものである１）。

このしくみを図１にしめした。

その主要な機能・サービスとして、次のような

ものかおる２）。

①世界で生産される学術雑誌等一次情報の網羅的

収集とその提供サービス。

②全国の大学等の図書館が所蔵する図書および雑

誌の目録・所在情報データベースの形成とその

迅速・的確な提供サービス（ちなみに、平成４

年度調査の統計数値でみれば、 ５２３大学で、図

書 １億８６９２万冊、雑誌のべ ２６０万タイトル３））。

③大学、大学共同利用機関等でうみだされる多様

な研究成果、数値データ、画像情報等のデータ

ベースの形成と検索サービス。

④高度な学術情報の流通に最適なハードウェアの

開発、情報の管理・データベースの形成・電子

図書館等の研究開発等総合的な研究開発。

⑤他の情報システムと結合して、大学の有する先

駆的、独創的な情報資源の、民間や国立試験研

究機関などの研究者への提供サービス。

⑥諸外国の情報ネットワークと接続の上で、わが

国の大学等の研究者の研究成果の海外への紹介。

このうち、大学図書館は、②の機能にかかわる

ほか、③の情報検索の窓口としても位置づけられ

ている。また、①に関しては、たとえば、大阪大

学生命科学図書館が医学・生物学系のセンター館

としてお馴染みだとおもうが、分野別外国雑誌セ

ンターというものが、全国のいくつかの大学図書

館におかれて活動している。

－ １２５－
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図１． 学術情報システムのしくみ
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以上、学術情報システムの目的・機能を確認し

たが、気にとめておかねばならないのは、学術情

報の提供は研究者に対してのものであること、海

外への紹介をうたっていることだ。学術情報の輸

入超過状態に対して、日本からも情報発信する流

れをつくらなくてはいけない、ということが大き

な課題となっている。

次に、ＮＡＣＳＩＳの事業をながめてみよう。図１の

中に、８項目がしめされている。

サービス業務メニューとの対応でいえば、③が

学術情報ネットワークのサービス、④がＮＡＣＳＩＳ－Ｃ

ＡＴとＮＡＣＳＩＳ－ＩＬＬとの目録・所在情報システムサー

ビス、⑤・⑥がＮＡＣＳＩＳ－ＩＲの情報検索サービス、

⑦がＮＡＣＳＩＳ－ＭＡＩＬ の電子メールサービス、という

ことになる。

３。学術情報ネットワーク

ＮＡＣＳＩＳは、特徴的な事業のひとつとして、学術

情報ネットワークと称する自営網を もっている

（図２）。

これは、学術研究専用の情報ネットワークで、

全国２８ケ所の通信拠点（ノート）に設置したパケ

ット交換機と高速デジタル回線を使用して日本全
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国の大学・研究機関のホストコンピューターが相互

接続される基盤通信路だ（１９８７年４月運用開始）。

ネットワーク内の通信料は今のところ無料で、全

国の大学は、近くのノートに接続するための専用

回線を自己負担で整備すれば、学術情報ネットワ

ークが経済的に利用できるようになっている。こ

れが、ＮＡＣＳＩＳの業務サービスに利用されているの

はもちろん、図書館ネットワークをはじめとする

各種の仮想ネットワークに利用されているのだ。

デジタル回線対応で交換機能をもつＧ４ファクシミ

リに普通のＧ３機をつないで構成された図書館ファ

クシミリのネットワークも、これで運用されてい

る。

また、上記のパケット交換網と並行して、各大

学等で整備されつつあるＬＡＮをＩＰルータの設置に

よって高速デジタル回線に直接接続する形でのイ

ンターネット 。バックボーン（ＳＩＮＥＴ）の整備も

はじまった（１９９２年４月運用開始）。これによれ

ば、研究者のワークステーション同士が、世界的

標準であるＴＣＰ／ＩＰの通信プロトコルによって、ホ

ストコンピューターを介さずに直接に相互交信で

きるようになっている。

なお、このネットワークは海外ノートまで専用
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図２． 学術情報ネットワーク
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回線でのびている。米国国立科学財団（ＮＳＦ ）・

米国議会図書館（ＬＣ）・英国図書館（ＢＬ）などと

の国際接続を、すでに実現しているのだ。また、

インターネット利用での国際接続も注目をあびる

段階になった。

４．ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴの概要

ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴは、わが国初の本格的書誌ユーティ

リティとして１９８４年１２月にスタートした。いわゆ

るオンライン分担目録システム（ＯｎｌｉｎｅＳｈａｒｅｄ

ＣａｔａｌｏｇｉｎｇＳｙｓｔｅｍ）として目録所在情報サービ

スをおこなっている。国立大学の図書館を中心と

して、すでにかなりの普及をみており、ＮＡＣＳＩＳ－Ｃ

ＡＴなくしては仕事にならないという状況がうまれ

ているＯ）５）。表 １に参加の状況をしめした。

表１．ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴの参加機関数

（１９９３年１０月４日現在。オンライン画面より）

国立大学

公立大学

私立大学

共同利用機関

短期大学・高等専門学校

その他

合計

７

０
：
＞

Ｌ
ｏ

ｎ

り

ｌ

ｎ
乙

Ｉ

１２

１３

１１

２７７

目録作業はオンラインでＮＡＣＳＩＳ側のファイルに

書誌レコードを共有した形の所蔵レコード登録を

おこなうものだ。それはそのまま総合目録データ

ベースの作成でもある。そこでは、参照ＭＡＲＣデー

タを活用したコピーカタロギングで省力化が実現

されている。また、それぞれの接続館では、ロー

カルシステムヘデータをダウンロードして蓄積し、

それをＯＰＡＣ（ＯｎｌｉｎｅＰｕｂｌｉｃＡｃｃｅｓｓＣａｔａｌｏｇ）提

供などで効果的に利用している。

一方、ＮＡＣＳＩＳ側では、蓄積された総合目録デー

タベースを もとに、個別館ごとのデータを抽出し

て磁気テープでサービスしたり、ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲでの

サービスや個別版ＣＤ－ＲＯＭ・冊子体の『学術雑誌総

合目録』などに活用している。また、後述のＮＡＣＳ

ＩＳ－ＩＬＬにも利用している（図３）。

表２に総合目録データベースの現況を示した。

また、表３は、参照ＭＡＲＣデータの件数である。

表２．総合目録データベースの現況

（１９９３年１０月末現在。オンライン画面より）

和図書書誌 ７９８．６６６

洋図書書誌 １，１１３，１４４

ＲＥＣＯＮ書誌＊ ７２５，４７４

図書書誌合計 ２，６３７，２８４

（＊は、洋図書遡及作成の別ファイル分）

１２７－
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表３．参照マーク収納状況

（１９９３年１０月末現在。オンライン画面より）

ＬＣ図書書誌 ４．２４２，３２７（１９６８．０１－１９９３．１０）

雑誌書誌 ５９６，６９４（１９７３．０１－１９９３．１０）

非文字書誌 ２４７，１０９（１９８４ －１９９３．０６）

著者名典拠 ２．５８７，３５５（１９７７．０１－１９９３．１０）

統一書名典拠 １４０，７６８（１９７７．０１－１９９３．１０）

ＪＰ図書書誌 １，３６９，０３１（１９５６．０１－１９９３．１０）

雑誌書誌 ８９，６８６（１９８８ －１９９２ ）

著者名典拠 ３１７，４２１（センター作成）

ＵＫ図書書誌

ＴＲＣ図書書誌

ＧＰＯ図書書誌

１，３５３，３４２

３３３，９０３

３４０，１２１

（１９５０．０１－１９９３．１０）

（１９８５．０４－１９９３．１０）

（１９７６．０１－１９９３．０８）

５．ＮＡＣＳＩＳ－ＩＬＬの概要

１９９２年４月から稼動したＮＡＣＳＩＳ－ＴＬＬは，ＮＡＣＳＩＳ

－ＣＡＴによって構築された総合目録データベースを

活用する形で，現物貸借や文献複写のＩＬＬ（ｌｎｔｅｒ

ＬｉｂｒａｒｙＬｏａｎ）を実現したオンラインシステムだ

５）。総合目録データベースには，資料のこまかい

配置情報を所蔵データの中にもっているので，こ

れにもとづいたＩＬＬ のやりとりが可能になる。す

でに，ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴ参加機関のかなりの部分がＮＡＣＳ

ＩＳ－ＩＬＬも利用しはじめており，ＩＬＬ レコードは対

前年比で １．４倍ほどの伸びで増加推移している。

表４にＩＬＬ レコードの統計をしめし，図４にＮＡ

ＣＳＩＳ－ＩＬＬの概念図をしめした。

表４．ＩＬＬ レコード統計（全国統計）

（１９９３年１０月末現在。オンライン画面より）

文献複写（１９９２．０４－１９９３．０３） ２５８，８７３

／／ （１９９３．０４－１９９３．１０） ２１９，２１６

累計 ４７８，０８９

現物貸借（１９９２．０４－１９９３．０３） ９，８８４

／／ （１９９３．０４－１９９３．１０） ８，３１４

累計 １８，１９８

合計 （１９９２．０４－１９９３．０３） ２６８，７５７

／／ （１９９３．０４－１９９３．１０） ２２７，５３０

総合計 ４９６，２８７

図４．ＮＡＣＳＩＳ－ＩＬＬ
匹 「七 匹 」

利 用 奮
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なお、ＮＡＣＳＩＳでは、ＢＬＤＳＣ（ＢｒｉｔｉｓｈＬｉｂｒａｒｙ

ＤｏｃｕｍｅｎｔＳｕｐｐｌｙＣｅｎｔｅｒ）への依頼をこのシステ

ムを利用して実施する準備にはいっている。

６。多様なサービスとサービス対象の拡大

ＮＡＣＳＩＳの主たるサービス対象は、はじめにのべ

たように研究者だが、図書館の立場からみると、

サービス業務メニューはふたつに区分できる。

ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴやＮＡＣＳＩＳ－ＩＬＬは、図書館そのものを

対象とする業務サービスだ。多くはホストコンピ

ューターによる通信で接続されている。送信データ

をＮＡＣＳＩＳ仕様の ＵＩＰ（ＵｓｅｒＩｎｔｅｒｆａｃｅＰｒｏｇｒａｍ）

で共通的な画面レイアウトに表示する画面モード

方式だからだ。ＳＩＮＥＴ経由での簡便な利用を促進

するために、ＵＮＩＸ版のＵＩＰ も開発されている。利

用申請は大学単位でおこなわれ、利用に関する経

費は無料だ。総合目録データベースの作成・利用

という共同事業の性格があるからだろう。ＮＡＣＳＩＳ

－ＩＬＬは、その理念のいっそうのあらわれである。

これに対して、ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲやＮＡＣＳＩＳ－ＭＡＩＬ は、

研究者個人を対象とする業務サービスだ。大学等

での計算機センターのホストコンピューターを介し

ての接続のほか、より簡便なパソコン通信レベル

の接続でも利用できる。ラインモード方式の行単

位のデータ送信だけでおこなわれているからだ。

公衆電話回線用のポート設置や ＳＩＮＥＴを利用する

環境の整備がはがられている。

ＮＡＣＳＩＳ－ＭＡＩＬ は、学術情報ネットワークをもっ

とも手軽に利用できるサービスだ（１９８８年４月運

用開始）。研究者相互の情報交換や学会等の通知

・電子掲示板などに利用されている。利用は、国

内電子メールにあっては無料、国際電子メールに

あっては発信についてのみ有料（２０円／１ＫＢ）とな

っている。

ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ（１９８７年４月運用開始）については、

研究者個人が本来の利用者だ。図書館も代行検索

という位置づけでの利用者とはなっているが、例

外的な形でしかない。国立大学では、制度面での

壁があって使用料の徴収ができないこともあり、

私費での申込みをあつかうことができないので、

研究費での限定利用にとどまっている。詳細につ

いては、次号で紹介記事も用意されているとのこ

１２９

病 院図書室 Ｖｏｌ．１３Ｎｏ、４，１９９３

とであり、市販の利用マニュアルもあることなの

で７）、最新の話題だけをしるしておこう。

ひとつは、１９９３年１１月からＮＡＣＳＩＳの通信経由で

日本科学技術情報センター（ＪＩＣＳＴ）のデータベ

ースの利用が可能となったことだ。ネットワーク

の相互接続をはかる、いわゆるゲートウェイ・サ

ービスの一環である。ひとつの通信経路を確保す

るだけで複数機関のデータベースが利用できるわ

けだ。大きな前進といえるだろう。これにあわせ

て、 ＪＩＣＳＴのＪＯＴＳを情報検索する場合に、大学の

研究者は低料金で利用できるようになった。

もうひとつは、１９９４年からの運用にむけてシス

テム開発中の、国内雑誌を対象とする雑誌目次デ

ータベースだ。最初は各大学が発行する研究紀要

の目次からスタートすると予想されるが、日本版

のｃｕｒｒｅｎｔｃｏｎｔｅｎｔｓをイメージし、大学図書館の

現場で入力作業をおこなって共同作成することに

なる。ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ では、ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴの成果である

目録・所在情報のデータベースを当初より公開し

ているが、大学図書館は、雑誌目次データベース

の作成提供によって、あらたな貢献をはたすこと

になる。このように、データベースの作成に関し

ては、ＮＡＣＳＩＳと学会やその他機関との協力でおし

すすめられている。データの提供という面で は、

そのほかにも、研究者がそれぞれの作成データを

ＮＡＣＳＩＳ－ＭＡＩＬ 等もふくめたシステム手段をもちい

て自発的に公開することが可能であり、将来的に

も、見落としてはならない部分である。

ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ の利用は、それぞれのデータベース

の使用という側面があるので、有料となっている。

料金タイプは、次のふたつにわかれている。

①データベースへの接続時間に対する接続料と検

索結果の詳細出力の件数に対するヒット料との

合計

②接続時間にかかわらずデータベースをよびだす

１［亘］ごとに対しての接続料のみ

いずれも、民間の商用データベースと比較すれ

ば安価である。

ところで、ＮＡＣＳＩＳのサービスは、このように多

様に展開され充実してきているので、各方面から

の期待・関心も強いものがあるが、その利用対象

は、大学関係にかぎられていた。それは、目録所



病 院図書室 Ｖｏｌ．１３Ｎｏ．４，１９９３

在情報サービスの利用や情報検索サービスの利用 な学術情報の収集・提供の体制整備－．平成

に関する規則で具体的にさだめられているものだ ５年度．東京 文部省学術国際局学術情報課

８）。ＮＡＣＳＩＳは文部省の一機関であるので、文部省 １９９３，２

の範囲をこえる場合には、当然のことながら、制 ２）学術情報センター要覧．平成 ５年度．東京

度的な整合性をはかる必要があったりするだろう． 学術情報センター １９９３，４－５

また、サービス提供のためのシステム能力に関し ３）大学図書館実態調査結果報告．平成 ４年度．

て、ホストへの負荷やディスク容量などの制約に 東京 文部省学術国際局学術情報課 １９９３，

よる技術的な背景もあっただろう．しかし、徐々 ３－４

に環境がととのってきたので、学術研究のために ４）猪瀬博ほか：学術情報システムと大学図書館．

広範なサービスをおこなうという本来の趣旨に即 東京 紀伊國屋書店 １９８８

して、１９９３年 ８月に規程の改正をおこない、利用 ５）大石博昭：ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴの基礎知識 －データ

者対象を拡大した９） これにより、他省庁ばかり ベースの概況と目録システムのめざすもの一．

でない国公立の試験研究機関や特殊法人・学術研 逐次刊行物研究分科会報告．４８：１３－２１，１９９０

究法人の研究者、これまではデータベース作成協 ６ ）小西和信、甲斐重武：大学図書館サービス活

力という観点から特例的にみとめられていた学会 動の活性化に向けて 一学術情報センターＩ

会員、大学などで共同研究をおこなう民間企業の ＬＬシステムの概要．情報管理．３５（３）：１９２一

研究者などが、ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ やＮＡＣＳＩＳ－ＭＡＩＬ を利用 ２６４，１９９２

できるようになった．また、目録所在情報サービ ７ ）学術情報事務研究会編：ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ総合マニ

スについても、上にかかげたような研究者をかか ユアル．改定版．東京 電気・電子情報学術

える機関の図書館・図書室、都道府県・政令指定 振興財団 １９９２

都市立の図書館などが、あらたにＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴやＮＡ ８）図書館法規基準総覧．追録．東京 日本図書

ＣＳＩＳ－ＩＬＬを利用できるようになった。国立精神・

神経センターや日本医師会図書館などが、すでに

利用を開始している。

了。おわりに

大学図書館の実態をまじえつつ、ネットワーク

利用を中心にＮＡＣＳＩＳについての紹介をこころみた。

ＮＡＣＳＩＳは、未来にむかってこれまで以上に成長を

つづけていくことは間違いないＩ０）。ここでの紹

介もすぐに古いものとなってしまう運命にある。

アンバランスや欠落もあろうが、しだいに身近な

ものとなっていくであろうＮＡＣＳＩＳへの理解の一助

となれば幸いにおもう。各種病院の設置形態につ

いての知識をもちあわせないので、制度的にＮＡＣＳ

ＩＳの利用がどの程度まで可能となっていくかにつ

いての判断はできないが、病院図書室でも、ＮＡＣＳ

ＩＳ－ＩＲやＮＡＣＳＩＳ－ＩＬＬがひろく役立つことができる

ようになることをねがう。
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